
第
六
項
　
三
心
と
念
仏

証
空
は
領
解
の
心
を
発
し
た
あ
と
は
、
諸
行
も
阿
弥
陀
仏
の
た
め
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
正
因
と
な
る
と

述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
善
導
、
法
然
の
言
う
正
定
業
た
る
念
仏
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
『
他
筆
鈔
』
巻
上
の
次
の
文
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

三
心
領
解ノ

体ハ

。
信
二‐
知シ

自
信ノ

罪
悪
一

。
受
二‐
取テ

仏
智ノ

修
繕ヲ
一

三
業ニ

行ス
ル

也
。
其ノ

行
体ト

者
顕
二

ル
ル

我
等カ

口
称ニ
一

南
無
阿
弥
陀
仏
是
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
三
心
領
解
の
体
と
は
信
機
信
法
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
三
業
の
行
の
行
体
が
口
称
く
し
ょ
う

の
念
仏

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
証
空
は
三
心
領
解
し
た
あ
と
の
行
は
念
仏
に
集
約
さ
れ
る
と
言
う
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
『
同
書
』
巻
上
の
最
後
の
（『
西
全
』
五
、
三
二
三
頁
）
に
、
も
し
仮
に
三
心
を
具
し
た
人
が
行
と

し
て
弥
勒
の
宝
号
を
専
念
し
た
ら
往
生
で
き
る
か
、
と
い
う
た
と
え
を
出
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
弥

陀
の
本
願
を
信
じ
て
い
る
人
が
往
生
を
願
い
な
が
ら
弥
勒
を
専
念
す
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
間
断

が
あ
っ
て
、
本
願
の
道
理
に
相
応
し
て
い
な
い
た
め
に
往
生
で
き
な
い
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。
こ
の
た

と
え
は
、
こ
れ
ま
で
諸
行
も
往
生
の
正
因
で
あ
る
と
述
べ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
え



（『
西
全
』
五
、
三
○
七
頁
下
）



る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が
『
同
書
』
巻
中
に
あ
る
次
の
文
で
あ
ろ
う
。

至
誠ト

。
深
心ト

ハ

。
帰
命ヲ

為
レ

体ト

。
回
向
心モ

又
南
無ノ

義
也
。
此ノ

三
心ノ

所
帰ハ

。
本
願ノ

名
号
也
。
云
二

阿
弥

陀
仏
者
即
是
其
行
一

。
即
他
力ノ

行
。
万
行ノ

総
体ナ

ル
カ

故ニ

。
称レ

ハ

無
行
不
成
也
。
将
又
。
此
能
帰ノ

心
。

即
回
向ノ

義ノ

中ニ

。
兼テ
二

自
他
凡
聖ノ

世
出
世ノ

善ヲ
一

回
向
発
願シ

テ

願
生ス

ル
カ

故ニ

。
無
行
不
成
也

す
な
わ
ち
、
三
心
は
帰
命

き
み
ょ
う

の
心
で
あ
り
そ
の
帰
す
る
所
は
本
願
の
念
仏
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
力
の
行
で
あ

り
万
行
の
総
体
で
あ
る
か
ら
、
称
す
れ
ば
必
ず
往
生
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
力
に
帰
す
る
か
ら

回
向
し
て
三
福
が
往
生
の
正
因
と
な
る
と
改
め
て
言
う
の
で
あ
る
。

証
空
の
重
要
な
核
と
な
る
思
想
と
思
わ
れ
る
の
で
『
観
門
義
』
巻
第
三
か
ら
も
少
し
長
い
が
そ
の
ま
ま
引

用
す
れ
ば
、三

心
既
具ト

者
上ノ

三
心ハ

仏
力
不
思
議ナ

ル

故
。
釈シ
二

凡
夫ノ

往
生
可キ
レ

説ク

故ヲ
一

竟ン
ヌ
レ
ハ

。
正シ

ク

意
二‐
得ル

ニ

釈ノ

意
趣ヲ
一

有ル
二

三ツ
ノ

心ハ

凡
夫
必ス

可キ
レ

具ス

道
理
一

故ニ

。
言フ
二

既
具ト
一

也
。
無
行
不
成ト

者
解ハ

浄
レ

ム
ル

行ヲ

故ニ

三
心ノ

悟リ

既
備ハ

リ
ヌ
レ
ハ

。

行
業
必
可
レ

シ
ト
云

成ス

也
。
其ノ

行ハ

体
阿
弥
陀
仏ノ

四
字ヲ

意
二‐
得ツ

レ
ハ

往
生ノ

正
行ト
一

一
切ノ

諸ノ

行
業
皆
無
レ

シ
ト

非
一

ト
云
コ
ト

往

生ノ

教
行ニ
一

得ル
レ

心
故
也
。
願
行
既
成ト

者
。
願ハ

惣
二

フ
サ
ネ
タ
ル

三
心ヲ
一

名
也
。
行ハ

一
切ノ

諸
行
帰シ

テ

念
仏ノ

一
行ニ
一

成ル
二

唯タ

阿
弥
陀
仏ノ

四
字ト
一

一
行
也
。
然ラ

ハ

願ハ

成リ
二

南
無ノ

義ニ
一

行ハ

収
二

マ
ル

阿
弥
陀
仏ニ
一

詮ハ

釈シ
二‐
顕シ

テ

南
無
阿
弥



法然上人門下の安心論

（『
西
全
』
五
、
三
三
三
頁
上
）

（『
西
全
』
三
、
三
五
四
頁
）



陀
仏ノ

六
字ト
一

。
釈シ
二‐
成ス

ル

決
定
往
生ノ

義ヲ
一

也

つ
ま
り
三
心
領
解
す
れ
ば
そ
の
行
は
必
然
的
に
阿
弥
陀
仏
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
い
。
三
心
に
お

け
る
願
行
が
、
念
仏
の
願
行
に
帰
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
行
が
念
仏
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
特
徴
的
な
の
は
、
証
空
は
行
具
の
三
心
と
は
正
反
対
に
心
に
正
行
が
自
ず
か
ら
具
足
す
る
と

い
う
立
場
を
『
他
筆
鈔
』
巻
上
に
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

落
二‐
居ス

レ
ハ

正
因ノ

道
理ニ
一

正
行ハ

自ラ

具
也
。
正
因
正
行ハ

不
離ノ

法ナ
ル
カ

故ニ

。
而ニ

所ノ
レ

云
正
因ト

者ハ

三
心
也

こ
の
よ
う
に
証
空
は
領
解
の
心
を
大
切
に
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
法
然
の
智
具
の
三
心
を
発
展
さ
せ
た

よ
う
な
論
理
展
開
を
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
智
具
の
三
心
と
は
三
心
の
個
々
の
心
に
つ
い
て
解
釈
す
る

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
領
解
の
心
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
心
に
重
心
を
置
き
、
そ

こ
に
行
の
重
要
性
を
見
出
す
と
こ
ろ
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
七
項
　
平
生
と
臨
終
の
三
心

次
に
証
空
の
言
う
平
生
の
三
心
・
臨
終
の
三
心
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。



（『
西
全
』
五
、
二
九
四
下
〜
五
頁
上
）


